
ー 3ー

　1945 年（昭和 20）7月 16日深夜、平塚は B29 爆撃機 132 機による空襲を受け、罹災戸数は 7678 戸（神奈川
県警調べ）、死者 330 名以上（博物館調べ）の被害を出しました。寄贈品コーナーではこの平塚空襲の実態を写真
パネルや実物資料、証言集で紹介します。

寄贈品コーナー　2006年6月17日(土)～7月30日(日)まで

1945.7.16 平塚空襲展

【主な展示品】

・空襲後の海軍火薬廠・平塚市内の写真パネル

　終戦直後、米軍が撮影した平塚市内の写真
・空襲体験紙芝居「おもいでのなつ」

　作者の渋谷千鶴子氏は当時、平塚第二国民学校（現港小学校）の教員で
した。この紙芝居は作者の空襲体験を描いたものです。平塚 (二十四軒町 )
の自宅から桜ヶ丘方面へ避難しましたが、朝、自宅に戻ると家は焼失して
いました。
・永峰光さんを直撃した焼夷弾

　永峰光さんは、学徒勤労動員として海軍火薬廠に入廠していた茨城県立
麻生中学校 4年生でした。空襲の夜、永峰さんは防空壕で足に焼夷弾の
直撃を受け、ひざから下がねじれた状態になってしまい、早朝に亡くなり
ました。
・平塚第二国民学校「学校日誌」・斯波武綱「句日記」

　平塚第二国民学校（現港小学校）は空襲で焼失しました。「学校日誌」
は空襲翌日の 17日から書き始められ当時の学校生活の様子をうかがう貴
重な資料です。「句日記」は当時、平塚に住んでいた斯波武綱氏によるも
ので、趣味の俳句をまじえ、当時にありながら戦争や指導者に対する冷静
な評価、批判がみられます。これらの資料は今年 3月に発刊された平塚
の空襲と戦災を記録する会編『市民が探る平塚空襲』資料編（三）に収載
されています。

展示室

おもいでのなつ

７．展示解説

日時：7月 21 日、28 日、8月 4日、18 日、

25 日、9月 1日の金曜日午後 3時～ 4時

場所：博物館特別展示室　参加：自由参加

１．こどもシンポ

パネラーの小学校 6年生 4人が五領ヶ台のくらしについて議論します。

日時：8月 6日（日）　午後 1時 30 分～ 3時 30 分　場所：博物館講堂　

司会：川口徳治郎（神奈川県立歴史博物館）　参加：自由（定員：100 名）

３．縄文土器を作ろう

日時：7月 26 日（水）、27 日（木）、8月 24 日（木）

　午前 10 時～午後 4時　場所：博物館科学教室

対象：小学 5年生～中学生で 3日間参加できる方

定員：30 名（申込多数の場合は抽選）、材料費実費

４．こども考古学クラブ

日時：8月 9日（水）、11 日（金）、12 日（土）

午前 10 時～午後 4時

場所：屋外と博物館科学教室

対象：小学 5年生～中学生で 3日間参加できる方

定員：30 名（申込多数の場合は抽選）

５．古代の布づくり体験

日時：8月 10 日（木）午前 10 時～午後 3時

場　所：博物館科学教室

対　象：小学 4年生～中学生

定　員：20 名（申込多数の場合は抽選）

６．火起こしに挑戦　　

日時：8月 19 日（日）午前 10 時～ 12 時

場所：屋外と博物館科学教室

対象：小学年～中学生　

定員：30 名（申込多数の場合は抽選）
８．寄贈品コーナー「万田貝塚展」

期間：8月 1日（火）～ 9月 8日（金）

※ 2 ～ 6 の行事に参加希望の方は、住所、氏名、電話番号、年齢を明記のうえ、往復ハガキで申し込ん

でください。開催日の 10 日前必着。

この夏休みは、特別展に関連して、たくさんの子ども向けイベントを開催します。

展示を見てから参加するか、参加してから展示を見るか・・・

不思議な古代の世界に足を踏み入れるのは、今だ！！

☆イブニング・ミュージアム・ウィーク☆　8月22日（火）～27日（日）

　　　　　いつもより2時間遅くまで開館しています（7時閉館）。

　　　　　　　　　　　　　　　毎日「夜」のイベントをやります。

　　　　　　　　　　　　　　詳細は来月の“あなたと博物館”で☆☆☆

水草って川の流れの中でどんな役割を担っているの

でしょうか。動物のすみかになっているのでしょう

か？水をきれいにしているのでしょうか？今回はそ

の一端を明らかにする研究の紹介です。また、水草

の標本の展示もあります。

雑貨団公演
「アストロティタイム～宇宙緑茶～」

8月25日（金）14時と19時開演（開場は開演の30分前）

定員：各回60名、無料、8月1日（火）より博物館に電話で予約。定員になり次第〆切です。




